
〇使用したアプリの概要

・

〇このアプリを使った理由

・

『南北戦争と戦後の発展』① 〇アプリの使い方

〇使用したアプリ

Jamboard
ジャムボード

Google driveを活用してクラウド上で
ホワイトボードを共有、編集できるアプリ

手で筆記用具を持って紙に文字を書いたり、
付箋を貼ったりするような動作が苦手でも
簡単に操作して活動に取り組めるため。

⓪ 授業のねらいに沿って、どのような教材が必要か
検討する。

① 必要な画像等を準備し、アプリに取り込む。
動かしたくないものは「背景を設定」から画像を選択。
動かしたいものは「画像を追加」から選択。

② Classroomで教材を生徒と共有する。
教材によって、教有方法を選択する。



（目標）

・

（取組の様子）
・

・

・

（指導の形態）

・

『南北戦争と戦後の発展』②

世界史A

「Y字チャート」を活用して、アメリカ南北戦争に
ついて多面的・多角的に考察する。

授業の内容を聞いた直後に、Jamboardでその内容を
アウトプットする活動を行った。文字を書く手間が
省けるため、即座に活動に移ることができた。

「Y字チャート」という思考ツールを用いたことで、
アメリカ南北戦争が始まった経緯を生徒が整理して
まとめることができた。

生徒がそれぞれ付箋を色分けすることで、お互い
の考えをリアルタイムで共有することができた。

・「Y字チャート」は動かないように背景に設定。
生徒は付箋を貼る。

・その他、Jamboardでの教材の作成例

※２つのクラスで実施。その際、クラスを越えて教材を
共有・編集し、協働的に活動することも可能。


